
 
 
 
 

 

 

毎年好評の「おしゃべり広場」、今年度は１０月２９日（土）に国際高校大会議室にて

開催いたしました。 

 第９回目の今回は昨年に引き続き「大学受験」に焦点をあて、入試を終えたばかりの大

学 1年生（２５期卒業生）の方々をゲストにお迎えしました。受験体験談を語っていただ

くプログラムに、１２２名もの保護者や在校生にお集まりいただき、先輩方の貴重な経験

やアドバイスを伺うことができました。 

 

■開会の挨拶の後、本校１０期卒業生でもある富永先生に進行役をお願いいたしました。 

 

 

             

                      

  

 

 

 

    

 

■受験体験談をお聞きする 

 

Ｑ：「進路の決め手はなんでしたか？ また、いつ頃決めましたか？」 

 

私立大学 外国語学部Ａさん（公募推薦入試）： 

 英語が好きということもあり、ネイティブの先生の授業が

豊富で国際色豊かな大学だったので決めました。３年生の４

月です。   

 

私立大学 国際教養学部Ｂさん（ＡＯ入試）： 

 高校の時から教育に興味があったのと、国際高校の授業で

伸びた英語力を活かしたく、最終的にこの学部に決めたのが

２年生の終わりくらいでした。 

 

 

 

おしゃべり広場２０１６ 
聞きたい！大学受験のこと 



Ｑ：「塾や予備校を利用しましたか？」 

 

私立大学 経済学部Ｃさん（一般入試）： 

 通信教育は利用していましたが、塾には通いませんでした。

その代わり模試は１年間に何度も受けました。 

 

国立大学 国際社会学部Ｄさん（一般入試）： 

 集中して勉強をする場所が必要だったので、高 3になる直

前から塾に通いました。自分のペースで進められるので、映

像授業の塾にしました。 

 

以上は抜粋ですが、他の質問にもそれぞれ丁寧にお答えくださいました。 

 

■質疑応答では 

 在校生や保護者の方から活発に手が挙がり、様々な質問に対して分かりやすくお答えい

ただき、大変内容の濃い会となりました。最後に、ゲストの方々から参加者にメッセージ

を頂きました。 

 

■参加者からのアンケートより 

 「皆さんの話がとても面白く、すべての話が興味深かった」、「大学や学部をどう決め、

いつ頃から考えていたか参考になった」、「親との距離感、保護者にどうあって欲しいかと

いうことが分かった」、「体験者からの話が聞けて勉強になり、モチベーションが上がった」、

「とても有意義な時間だった」など、とても好意的なご意見を頂きました。 

 

■おしゃべり広場を終えて 

 受験や大学生活、国際高校での体験を交えた具体的なお話は、在校生や保護者の方々に

とても参考になる内容でした。その一つに受験に対しての親のあり方についてのお話は、

保護者の方々の心に響くお話だったと思います。また、富永先生の司会・進行も素晴らし

く、時にはユーモアあふれるコメントに笑いが起き、終始和やかなおしゃべり広場となり

ました。 

 

 

 最後になりましたが、ご多忙の中お越しいただきましたゲストの皆様、企画段階からゲ

ストの皆様とのコンタクト、司会進行まで快くお引き受け下さいました富永先生、文化委

員会を担当して下さいました小沼先生、そしておしゃべり広場にご参加下さいました皆々

様へこの場をお借りしまして文化委員一同より厚く御礼申し上げます。 

 

                                  文化委員会 


